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 そんな悲しむ私の姿を見て、夫もさぞ心を痛め私の言動に傷つ

いていたと思います。現に夫も精巣精子回収術で痛い思いをして

いました。でもいつも私の気持ちを尊重し、判定後の結果が駄目

で沈んでしまう時は言葉少なに「また次があるさ‥」とやんわり

慰めてくれるのです。そんな優しさをもらうと、ありのままの自

分を認めてくれる夫と、いつも励ましてくれる身内や友人、仕事

での仲間、心を癒してくれる愛猫と愛犬、ささやかだけれど私の

周りにだって幸せがあるじゃないと思える気持ちも芽生えてきま

した。それから私は訪問介護の仕事をしているのですが、不

妊治療の事ばかりの日々ではいけないと思い介護福祉士の試

験にも挑みました。別の目標を持ちそれが達成できたら自信

につながると思ったからです。仕事をしていると健康のあり

がたさや、夫婦、家族のあり方などを考えさせられる事があ

ります。また、不妊治療で感じてきた私の切なさ、悔しさ、

温かな思いを、この仕事の中で還元できればいいなぁと、そ

んなことを思う時もあります。

　人生にはいろいろな場面で試練がありそこでの努力が報わ

れない、そんな事もあるけれど、試練を通じて自分の内面を

見つめ、自分の在り方、生き方を考える機会にもなっている

ような気もします。その試練を乗り越えようと努力した経過

が人の深みになっているのでは?そんなことも感じます。そ

して悩みが深く、自分だけでは抱えきれなくなった時、開放

できる相手や場所があると、孤独感が薄らぎ、癒され、前へ

進む糸口が見えるのかもしれません。そんなことからすれば、

私は相談室と関わりを持ってこれたことは大きな強みだと思

っています。あの場でありのままの自分をさらけ出し、思い

っ切り愚痴ることで、自分の気持ちを見つめ、気付き、新た

に奮い立つ勇気をもらってきました。また倶楽部-Ｋでは私な

ど及ばない程の試練の末、我が子を抱いた方、 また現在も葛

藤しながらも治療を頑張っている方の文章に毎回心打たれそ

こからも勇気をもらってきました。

場数をこなしてきたせいか、開き直りもあるのかもしれませ

んが、以前より随分肩の力が抜けている自分がいます。

　先々月9回目の治療に挑んだものの無念の結果となりました。

判定を聞く前の時間ちょうどカウンセラーさんと話ができ、

今回も駄目な予感がすることや治療へのふんぎりについて話

しをしました。そこで私は、挫折しそうになっても今度こそ、

と思って歩んできたが、一方で子供だけに執着しなくても違

う形でこの人生が充実できるよう歩む努力をすればいいのか

も、そんな風に考え始めている自分について語りました。カ

ウンセラーさんはいつもと同じ様に静かな面持ちで話しに耳

を傾けてくれていました。その後「患者さんはみんな凄いな

ぁと思う。期待通りに結果が出なくて落ち込んでも、その何

日か後には新たな挑戦へと気持ちを立て直して来る。本当に

自分の人生に真剣に向かっていると思って頭が下がる思いな

んだよ」と言いました。その言葉は、私たち患者の努力を認

めてもらえているように感じとてもうれしかったです。もろ

もろの葛藤はありますが、まだ私は諦めません。苦しいけれ

どまだその時、は来ていないかな、と・・・。

休みを返上し治療してくれる吉川先生やスタッフの方々、相

談室に感謝しながら、もう少し力を借りて粘ってみたいと思

っています。がんばっている自分を褒めながら、諏訪マタで

治療している皆さんと共にいつか喜びの涙を流す日が来る事

を願って。

治療についての疑問や相談にも丁寧に対応していただき、今

では私にとって相談室は大きな心のより所となっています。

今思うと、前回治療をやめたとき、こんな場所があったなら、

もっと早く諏訪マタニティクリニックを訪れていたら、と思

わずにはいられません。

今度こそ、やめる決心はきちんと納得してから。そう

することではじめて、この不妊治療を後悔しないもの

にできると思うから

　諏訪マタニティクリニックでお世話になってそろそろ2年半、

最初の不妊治療からは17年、私は44歳になりました。私達夫

婦の不妊治療はどこまで続くのかな、と考えるとき、いつか

あきらめなければならない日がくるかもしれないという現実

からは逃れられません。でも今はまだ排卵もあり、可能性が

ゼロではないのだから１回１回の治療を大切にしたいと考え

ています。今度こそ、やめる決心はきちんと納得してから。

そうすることではじめて、この不妊治療を後悔しないものに

できると思うからです。もちろんここまでやってきたことは、

私達夫婦にとって大きな意味があります。今日までの治療の

期間、どれだけ話をし、喧嘩をし、笑い、泣いてきたことか。

ときには相手を傷つけながらも真剣に向き合ってきたのです。

私が落ち込んでいると、ばかばかしくなるくらいおかしなこ

とを言いながら「ほらほら、おかしかったら笑わないと体に

悪いよ。」とおどける夫に、「彼に良く似た子供がいたらど

んなに面白くて楽しいだろうな。」などと思ったものだし、

この先もきっと、何度もそう思うことでしょう。つらい現実

と向き合う中で、夫と確かめ合えた想い、そして絆はかけが

えのないものだと信じられます。

　私達夫婦にとって、諏訪マタニティクリニックの存在は暗

いトンネルの案内人でもあるかもしれないな、と思うときが

あります。妊娠というゴールをもって笑顔で抜けられるかも

しれないし、その願いは叶わなくても頑張った（自分たちな

りに完走した？）という思いで振り返ることになるのかもし

れない。いずれにしても、ちゃんとトンネルを抜けるために

私達ができることは、先生を、スタッフのみなさんを、病院

を信じ、自分達にできる努力をしながら前に進む事だと思い

ます。

ここでは、患者にとって一番良いタイミングで治療をしてく

ださるので、そのために先生方をはじめスタッフの皆さんが

抱えている負担は相当のものだと思います。相談室の存在、

ここまで患者に配慮された環境、いつもそこにいていただけ

ることは本当にありがたいことです。

だからこそ、私達も与えられた機会を大事にしながら治療に

臨みたいと思います。もうしばらくお世話になりますが、ど

うぞよろしくお願いします。
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〈Hさん〉

諦める前に頑張り尽くしてない、

「最善を尽くす」ということを

諦めていた私だったかもしれない

　

　私は現在43歳、不妊治療期間は８年が経ちました。私たち

夫婦は顕微授精でないと妊娠の可能性がないとわかり他院も

併せると今までに11回のトライをしてきました。初めての顕

微授精の時はこの方法で可能性があるならばと期待したので

すが、受精卵のグレードも悪く結果はでず。元々確率が低い

事はわかっていながらも、現実の厳しさに打ちのめされ、消

えていく治療費の額におののきました。その後も私は不妊治

療に真っ向から向き合うことのできまないまま、相談相手も

なく気遅れした状態で治療に望んでいました。諏訪マタの説

明会で吉川先生の力強い説明を聞き、悶々とした気持ちに整

理をつけて転院はしたもののチャレンジは年１回だけという

消極さ。そんな私が積極的に治療に望もうと思えるようにな

ったのは相談室で話しを聞いて貰ってからでした。

　一年ぶりに諏訪マタを訪れ、診察の後に看護師さんから相

談室ができたから話していってみたら?と案内され通された部

屋には温かい雰囲気のカウンセラーさんが待っていました。

そこで私は今までの経緯と、40歳になったので今回の治療周

期が最後のチャレンジと考えていると話すと「Hさん、年１

回の治療ってなんだかもったいない様に思うなぁ。40代で頑

張っている人も大勢いるよ」と創刊号の倶楽部-Kに掲載され

た方の話をしてくれました。その方は40代後半まで精一杯チ

ャレンジし、共に歩んできたご主人へ深い感謝の思いを持っ

て悔いを残さず治療を終える決断が出来たという方でした。

　その話を聞いた時、「今、このままの自分で治療を諦めたら、

きっと私の心は諦めきれず悔いを残してしまう。年齢的には

厳しいけれど、もう少しだけ頑張りたい！最善を尽くすとい

うことを諦めていた私だったかもしれない」そう思ったのです。

大きく、気持ちが変化した瞬間でした。40歳代での治療は妊

娠の確率は厳しくまた体力的にも大変でしょう。私の場合、

親の介護もすでに始まっていましたし、今から本格的に治療

に取り組む、などと言うことは先々の事を考えると躊躇する

状況であることには間違い有りません。でも私たちの場合、

諦める前に頑張り尽くしてない、と思ったのです。納得する

まで、せざるを得ないところまでやっていたら、いつかかす

かな望みが実を結ぶかもしれないし、また逆にやるだけやっ

たという思いになれば、ある時潔くピリオドが打ててふっき

れた人生を進めるかもしれない。少なくとも、今のこのどう

にもならない心の状態とは何かは違うだろうと思いました。

　そんな風に大きく気持ちが変わった後の判定日、初めての

妊娠反応が出ました。これは残念ながら初期の流産となって

しまいましたが、反応が出たのが気持ちが切り替わってすぐ

の事だっただけに、更に頑張る力を与えられました。しかし

その後のトライではなかなか着床には至らず、毎回落胆し涙

の日々が続きました。この辛くやるせない想いを、あとどれ

位味わうのだろうと、思うようにいかない現実を恨みたくも

なりました。諏訪マタで知り合った仲間も次々と母親となり、

次こそ私の番！と思って望んでもことごとく玉砕。幸せそう

な家族連れを見ると羨ましくて涙が溢れてくることもありま

した。
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　ああ、そうだった。私は自分の

　この感情にきちんとまだ向き合っ

　ていなかった。ちゃんと納得して

　いなかった　

　

「あなた方ご夫婦の場合、間違っても自然妊娠はありません。」

その言葉が、私達の不妊治療の始まりとなりました。28歳、

結婚3年目を迎えた春のことです。当時住んでいた北信の総

合病院からはじまり、その後は主人の転勤のたびに病院を移り、

いつ終わるのか終えられるのかさえわからない治療の日々が

続くことになりました。ただひとつ「いつかは絶対、私達の

子供とめぐり合える」そう信じる気持ちだけが支えでした。

　しかし現実はとても厳しいものでした。もう、今となって

は覚えていないほど繰り返したＡＩＨでも一度として妊娠反

応は出ないまま。そして3番目にお世話になった病院で体外受

精を勧められ、採卵から胚移植までを都内の有名病院で受け

ることになったとき、私は33歳になっていました。体外受精を、

しかも一時的とは言え都内まで通うとなると、精神的、経済

的負担はそれまでの比ではありません。そして治療に対する

不安をも抱えたまま受けた2回の体外受精、特に2回目の胚移

植は私にとって、思い出すのも辛い経験になってしまいました。

激痛を伴った胚移植の後、4時間以上出血がとまらず、私は痛

みだけでなく病院への不信感を抱えて帰宅することになった

のです。結果は2度とも陰性。7年目にして大きな挫折がやっ

てきました。痛みはもちろん、痛みを受けたときの状況に耐

えられなくて、治療をあきらめてしまったのです。頑張ろう、

頑張ろうと思いすぎ、一生懸命になりすぎたせいもあったの

かもしれませんが、一度失くした気力はどうやっても戻って

きませんでした。

　転機が訪れたのは41歳のときです。その頃の私は、これか

らの人生を夫婦二人で暮らしていくのだと思っていました。

そんなある日、友達が子供を連れて私の職場にひょっこり顔

をだしました。まだ産まれて数ヶ月の小さな赤ちゃんの手が、

何気なく差し出した私の人差し指を思いのほか強い力で握り返

してきたとき、自分でもびっくりするほど愛しく思ったのです。

こんなことはよくあることなのに、母性としかいいようのない

その感情が涙と一緒にあふれてくるのを、そのときの私は抑え

ることができなくなりました。「ああ、そうだった。私は自分

のこの感情にきちんとまだ向き合っていなかった。ちゃんと納

得していなかった。」ちょうど私の母が吉川先生のことをTV

で拝見して「あなたが女の赤ちゃんを産んだ夢を見たのよ。ま

だあきらめられずにいるのなら、最後のチャンスのつもりで行

ってみたら。」と背中を押してくれたときでもありました。

その話を主人にしたところ「お母さんの夢、現実にしてあげた

いね。」と一言。それでも、体外受精という言葉とともに蘇っ

てくるあの痛みの記憶が、そしてこの年齢で今さら、という思

いがしばらく私を躊躇させました。「これは私たちの身勝手な

のじゃないだろうか。万一、授かったとして、それでその子は

本当に幸せなのだろうか？何より健康に産んであげられるのだ

ろうか？」「でも、今のままでは私はこの先、絶対に後悔する。」

そう思って、42歳という遅すぎる不妊治療の再開を決心した

のです。

　初めてこうのとり外来を受診した日の緊張は今もよく覚えて

いるほどです。けれど、初診の日から間をあけず体外受精の説

明会があり、吉川先生が強い信念でこの治療に向き合っていら

っしゃるのが伝わってきたこと、そして患者である私たちはな

お一層強い気持ちと責任が必要だと感じたけれど二人とも決心

が鈍らなかったこと、さらに採卵時と針で子宮に受精卵を戻す

場合には麻酔が使われることが私にとっては何よりの安心材料

となり、諏訪マタニティクリニックで治療をお願いしようと決

心する事ができました。

そして再開して最初の体外受精で初めての妊娠反応が出たので

す。そのときの嬉しさは表わす言葉が見つけられないほどです。

しかし残念ながら、心拍を見ることなく稽留流産となり、年齢

の壁を痛感させられました。その後も一度妊娠しましたが、や

はり胎児の染色体異常により流産となってしまいました。擬陽

性と言われたこともありましたが、HCGの値はとても低く、

厳しい状況です。

「もう、考えどきかもしれない。」そう思い始めた頃、その日

はたまたま土曜日で、急いで仕事に戻る必要がなかった事もあ

り、初めて相談室のポストにカルテを入れました。

そろそろ、限界を感じ始めていると言う私に「ここでさよなら

する人は、もう少しすっきりした顔しているんだ。今日のその

表情では、まだおわかれは言えないかな」とカウンセラーさん

は言われました。そこからは今まで心の中に溜め込んでいたい

ろいろな思いが、ときに涙も一緒にどんどん溢れ出していまし

た。以前の治療で辛かった事、まだあきらめきれないけれどこ

の年齢で治療を続けていく事への不安。そんな私の傍らで、た

だ耳を傾けてくださった事がどれほど私の心を楽にしてくれた

ことでしょう。それまでの私は少しでも効率よく事をすすめよ

うとするあまり、気持ちにゆとりを持てず、診察が終われば早

く仕事に戻らなくてはと、相談室に寄ることなど考えもしませ

んでした。が、その日をきっかけに、ときには仕事を代わって

もらったり、家事も少し手を抜いてみたり、努めて時間のゆと

りを持つように心がけました。そしてできるだけ相談室に顔を

出すようになり、気持ちの整理をつけながら治療に臨むように

したことで、心にもゆとりが生まれてきているのを感じるよう

になりました。もちろん仕事で休みをとることはそんなに簡単

ではありません。誰かに負担をかけることになれば罪悪感とな

って残ります。でも、「おかげで頑張れた」という思いがあれ

ば、返せる機会はきっとあるはずです。何より私にとって今一

番大切なことは、限られた時間の中で心も身体もなるべくいい

状態にもっていくこと、そのために作る時間は大切にしようと

思えるようになりました。
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p2

p3

p4

 　

★Mさん★

「入ってみようかな・・・」と思いつつ、ドアを開ける勇気がな

かなか持てず、何度も前を通りすぎていた相談室。ここは辛い治

療や難しい問題を抱えている人が入る所、私のような者が入る所

じゃない、そう思っていました。その頃の私は初診から１年経っ

ていましたが検査結果に大きな問題はなく、タイミングの受診を

繰り替えしていました。結婚して5年、二人の生活はそれなりに楽

しく、不安と言えば「私達の不妊治療はこの先どうなるの?」とい

う位でした。(と、思っていました) その日もいつもと同じ様に診

察が終わり、相談室の前にちょっとだけ立ち止まっていたその時

ドアが開き、中から出て来たカウンセラーさんとパッと目が合い

ました。そして「ん?入る?どうぞ」とニッコリ笑いながら手招き

してくれたのです。

　相談室に入って話しをし始めた途端、涙が出て止まらなくなっ

てしまいました。「こんなに１人でため込んでいたんだね、何で

も話したいこと話していいよ」そう言われ体からすっと力が抜け

ていくのがわかりました。そしてその後は不妊の事に始まり、夫、

家族、仕事と次から次へと言葉が溢れていきました。決して誰の

前でも泣かない、そう強がってきた私でしたが、夫の前でたまに

どうにも抑えきれなくなると「こんな風にメソメソしている私は

嫌だろうな」とか、「仕事で疲れているのに悪かったな」とすご

く後悔しました。元気で明るい私でいなきゃ心配をかけてしまう

という気持ちと、素直な私で泣きつきたい気持ち、その両方でい

つもいつも揺れていました。周りの人達もあいさつがわりの軽い

調子で「赤ちゃんは?」と聞いてきます。心待ちにしてくれている

のはわかるのですがその問いはいつも私を苦しめました。子供の

話しを聞いてくる人は嫌だ! だけど、聞いてこない人は逆に気を使

われているみたいでそれも嫌! 何より、こんな事を考えている自分

が１番嫌! (あらためて思うと大変自己中な意見ですね)。「こんな

くよくよする私じゃなかったはずなのに」と自分で自分を責めて

いきました。こうでなくっちゃという私像から実際の自分はどん

どん離れていくことが耐えられなくなっていきました。そんな矛

盾だらけの私をその日相談室で打ち明けました。

　その後しばらく相談室に通い話しを続けていくうちに「あれ?」

と気がつくことがありました。それは、私の周りには特に悲しい

現実もつらい境遇もなくあなたはこうあるべきと言う人は居なか

ったこと。全て私が勝手に考えて勝手に悩んでいたことばかりだ

ったということです。悲しくなって辛くなるような材料を探し集

めて大切に抱えている自分の姿を、空の上から見下ろしている、

ふっとそんな気分になったのでした。カウンセリングを受けて私

は「他人が自分のことをどう思っているかはこちらの想像にすぎ

ない」「迷う時はどちらの気持ちも自分のもの」「嫌だと思う事

を避けるのは悪いことではない」「自分を守れる自分って素晴ら

しい」こんなことを気付くことが出来ました。自分１人の力では

絶対出来なかった本当の自分と向き合うことが出来てました。周

りのいろいろな事が「まっ、いいか。大丈夫大丈夫」と思えるよ

うになりました。細かいことに気が廻らなくなった気もしますが、

多分今までが気にしすぎだったのでしょう。あの日あの時、相談

室のドアが開いたことが全ての始まり、出逢いって不思議ですね。

今は素直に、私は赤ちゃんが欲しい、そうハッキリ思っています。

ちょっとお茶でもいかがですか?

日頃皆さんの思っている事やつぶ

やきをのせていくコーナーです。

　�

　

結婚前はすぐにでも子供が欲しいねと話していた私達夫婦ですが、

結婚後なかなか出来ず、そのうち二人の会話から子供の話が少な

くなっていきました。そして結婚してから２年後、このままでは

いけないと思った私はスワマタを受診しました。吉川先生から検

査の結果、自然では妊娠しないだろうと告げられたのです。この時、

夫と私は「事実」を受け止めることしか出来ず、その後の治療ま

で話が進みませんでした。いつのまにか夫婦の会話から子供の話

は無くなりました。しかし、このことを何も知らない両親は違い

ます。「早く孫の顔が見たい」そうはっきりとは言いませんでし

たが、日常の会話の中から孫を待ち望んでいることは十分に分か

りました。言葉にして伝えられない分、両親の優しさが逆に私を、

とてもせつなくとても申し訳ない気持ちにさせました。

　人工授精以上の治療という選択を告げられて１年半が経った時、

意を決して今後の治療について夫と話しをしました。夫もこのま

まではいけないと思っていたらしく、きちんとした話し合いが出

来て、治療には何でも協力すると言ってくれました。私達の場合

は人工授精にするか体外受精にするか決めなければいけませんで

した。それぞれの治療にはメリットとデメリットがあります。子

供は早く欲しいけど人工授精の妊娠率は１０％前後。体外受精に

すれば妊娠率は４０％前後まで上がるけどリスクも多い。悩んだ末、

１回だけ人工授精をし、それで妊娠しなければ体外受精にすると

いう結論になりました。それを吉川先生に報告し１回目の人工授

精を行いました。

　正直、私は低い妊娠率の人工授精１回では妊娠しないと思って

いたので、次の体外受精についていろいろ考えていたのです。と

ころがその１回で妊娠し、とてもうれしい反面信じられませんで

した。でも確かに私の中で新しい命が育っていたのです。周りに

いたスタッフの皆さんも一緒に喜んでくれました。もちろん夫に

もすぐに連絡しました。普段感情をあまり表に出さない夫ですが、

仕事から帰ってくるとニコニコしていて、その目にはうっすらと

涙をうかべ「男の子かな？女の子かな？兄弟をつくらないとなぁ」

とまだ１人目も生まれていないのにはしゃいでいました。そんな

夫の姿をみて私にも涙が浮かびました。

　妊娠はゴールではなくスタートです。赤ちゃんの成長を心配し

つつ始まったつわりは自分的にはひどくて、吐くたびに「妊婦っ

てこんなに辛いんだぁ、今母親になっている人はすごいなぁ、自

分もこれを乗り越えて母親になるのかなぁ」などいろいろ考えて

いました。この時は不安な部分が広がり精神的にもマイナス方向

へ進んでいたのだと思います。先日３日間実家に帰った時、実家

はかなり居心地がよく前日までひどかったつわりが嘘のように止

まりました。心の底から安心したからでしょうか？この時をきっ

かけにプラス方向に気分を変えることが出来ました。これからは

お腹の赤ちゃんと共に、母親になる自覚を育てていかなきゃと思

っています。周りでサポートしてくださったみなさんありがとう

ございました。これからもよろしくお願いします。

tea time

★Kさん★


